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は黒桶型に対して優生であるが両者の交配型すなわち F1 の踊皮の β司アラニンの存否についても同様
の関係を確認した。 なおキイロショウジョウパエには黒!踊型は存在しないが成虫の体色が黒い black
及び ebony という突然変異がある。分析の結果野生型の踊皮には βーアラニンが存在するが ebony の
踊皮には存在しないことがわかった口またキイロショウジョウパエ・イエバエについて野生型より成
虫体色の黄色い突然変異の嫡皮には約 2 倍量のかアラニンの存在することが見出された。なおイエ






































った D この乙とは踊皮中の 9・アラニンはリピドあるいは蛋白とはちがった存在様式をとるものと考
えられるヮさらにイエバエの幼虫について発生段階を追って，体液中のアミ酸組成を定量したとこ
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ろ， 4 日目頃までは野性型，黒踊型共にかアラニンの含量は痕跡的であるが，踊化がはじまる頃に
なると野性型のみが急激に増加した口このことは体液中のかアラニンと踊皮中のそれとの聞に密接
な関係のあることを示唆するものと思われる。
以上福士君の論文は，見虫の踊皮中のかアラニンと踊皮あるいは成虫体色の聞に密接な関係のあ
ることをはじめて定量的に確認したもので，このような興味深い現象の発見は世界でもはじめてのこ
とであり極めて独創的な研究といえる。乙の意味において同君の論文は理学博士の学位を受ける十分
な価値を有するものと思われる。
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